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1. 研究目的  
西欧における中国情報の基盤は、16 世紀より明代中国に滞在し布教を続けてきた宣教師
たちの手による報告書や書簡にあった。彼らはキリスト教文化圏にはない儒教文化を礼賛









したように、中国像が大きく変化する過渡期とされている 18 世紀末から 19 世紀初頭に関
する研究は手薄であり、中国像の変化について論じきれていなかった。  



















































4. 研究方法  
 団員たちは、滞在中に記した日記や帰国後に記したであろう書籍を後日出版、若しくは
記録を書きとどめて個人で所蔵した。そこで、本研究では使節団員による記録の中でも後

















1797 年に出版された後 1804 年までに、少なくとも 5 つの言語に翻訳されたことが確認で
きており、西欧諸国で広く読まれていたといっても過言ではない。  
 





４ ) マカートニー付の従僕アンダースン（Aeneas Anderson,生没年不明）著『中国使節記』
（1795）  
使節の中では最も早くに刊行されているためか、筆者が確認できるだけで、出版された
年だけで 3 回も版を重ねており、18 世紀の英国において非常に読まれていた本であったと
判断できよう。  
5) 画家のアレグザンダー (William Alxander,1767-1816）著『中国の衣服』（1805）、『中国























 本論文は、以下のように構成されている。  
 
序章 本研究の目的と諸前提   
第一節 研究目的および問題の所在   
第二節 マカートニー使節団について   
1. 使節団派遣の経緯およびその目的   
2. 使節団派遣の結果   
第三節 マカートニー使節団とその記録   
1. 大使マカートニー   
1.1. マカートニーの略歴   
1.2. マカートニーの日記とその受容   
2. 副使ストーントン  
2.1. ストーントンの略歴  
2.2. ストーントン著『グレートブリテン国王より中国皇帝への使節団の正式報告』
とその受容   
3. 機械係バロー   
3.1. バローの略歴   
3.2. バロー著『中国の旅』とその受容   
4. 画家アレグザンダー   
4.1. アレグザンダーの略歴   
4.2. アレグザンダーの日記および著書『中国の風俗』、『中国の衣装および風俗のピ
クチャレスク画』とその受容   
5. 侍従アンダースン   
5.1. アンダースンの略歴   
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5.2. アンダースン著『1793 年の訪中英国使節団の記録』とその受容   
第四節 先行研究の整理および問題提起   
1. 中国イメージに関する研究   
1.1. 18～19 世紀の西欧諸国における中国イメージとその研究   
1.2. 19 世紀の西欧諸国における中国イメージとその研究   
2. マカートニー使節団に関する研究   
2.1. 東洋史および政治史における研究   
2.2. 英中および東西比較文化史研究   
第五節 研究方法   
第六節 本研究の構成   
 
第一章  中国官僚―中国情報を塗り替えた官僚たち   
はじめに   
第一節 漢人と満洲人  
1. 清朝中国の支配体制―満州人と漢人   
2. マカートニー使節団の記録にみる両民族の描写  
第二節 宣教師がみた中国官僚   
1. 中国情報をもたらした宣教師たち   
2. 中国人の容貌について   
3. 官僚の権力と傾向   
第三節 マカートニー使節団のみた中国官僚   
1. 王大人と喬大人   
2. 徴大人―「満州人」のイメージを方向づけた「満州人」官僚   
3. 松大人―親愛なる、誤解された「満州人」   
4. 和坤―皇帝の右腕   
まとめ   
 
第二章  中国皇帝―「哲人皇帝」は存在したのか   
はじめに   
第一節 マカートニー使節団以前における中国皇帝像   
1. イエズス会士がもたらした清朝治下の中国皇帝像   
1.1. 康熙帝に関する諸情報―中国史の側面から   
1.2. 康熙帝―西洋から見た「大帝」   
2. 18 世紀英国における清朝治下の皇帝像   
2.1. デュ・アルドのもたらした清朝の皇帝像   
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2.2. ギルレイの描く風刺画の中の乾隆帝   
第二節 マカートニー使節団が直接目にした乾隆帝   
1. 乾隆帝に関する諸情報   
1.1. 乾隆帝の視覚的イメージ   
1.2. 画像資料からみる「写実的」な中国皇帝   
2. イメージを決める要因―満州人か漢人か    
第三節 使節団が捉えた乾隆帝の人格と治世  
1. 使節団の判断基準とその背景   
2. 乾隆帝の人格   
3. 乾隆帝への評価―祖父康熙帝との比較から   
まとめ   
 
第三章  中国の女性―三つの習俗からみる中国文明   
はじめに   
第一節 纏足―女性をめぐる「美意識」   
1.  中国社会における纏足   
2. イエズス会士の記録にみる纏足  
3.  マカートニー使節団の記録にみる纏足  
3.1. 纏足の認識   
3.2.「流行」としての纏足   
3.3. 纏足にみる男性性と女性性  
第二節 籠居―姿を見せない／現した中国女性たち  
1. 清代中国における籠居―その開始時期と身分   
2. ポーロおよび宣教師たちの記録にみる籠居   
3. マカートニー使節団員の記録にみる「籠居」   
3.1. 籠居への認識   
3.2. 姿を現した女性たち―中国女性の「実態」   
3.3. 家に閉じ込める中国男性―籠居を引き起こすもの   
第三節 棄児・嬰児殺し―疎まれる中国の女児たち   
1. 清代中国における棄児・嬰児殺し   
1.1. 社会史・制度史の観点からの先行研究   
1.2. 対策と刑法上の処罰   
1.3. 特徴と背景   
2. 18 世紀英国における棄児・嬰児殺し   
2.1. 社会現象としての嬰児殺し  
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2.2. 対策と刑法上の処罰   
2.3. 特徴と背景   
3. イエズス会士の記録にみる棄児・嬰児殺し   
4. マカートニー使節団の記録にみる棄児・嬰児殺し   
      4.1. 使節団の記録する理由―イエズス会士への非難   
      4.2. 棄児・嬰児殺し殺しの理由―「迷信」か「時代遅れ」か   
      4.3. 中国の棄児・嬰児殺し殺しの特徴―遺棄されやすい女児たち   
おわりに   
 
終章 本研究の結論および今後の課題   
 















































































































































 以上、マカートニー使節団員の記録を取り上げ彼らの記録が 18 世紀末から 19 世紀初頭
においていかなる位置づけにあり、彼らがどのように中国像を形成してきたのかを検討し
てきた。マカートニー使節団の記録が後続の使節団や中国情報に与えた具体的な例などに
ついて今後も検討を続けることで、マカートニー使節団の持つ影響をさらに深く掘り下げ、
その位置づけをより明確にすることを、今後の課題としたい。  
 
